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日本ＩＢＭは争議の全面解決はかれ！ 

本社前集会 人形町へデモ２５０人 

発行所 

ＪＭＩＴＵ 
（日本金属製造情報通信労働組合） 
〒114-0023 東京都北区滝野川 
  3-3-1ユニオンコーポ 3階 
電話(03)5961-5601～2 
FAX (03)5961-5603 
※組織外、無断転載禁止 

 

 要求実現の力をもつ

労働組合をめざし  

 全国で組織建設と 

拡大をすすめよう！ 

 

 

    ロックアウト解雇と賃金減額撤回、争議の全面解決を求めデモ（4月１９日 東京・人形町） 

 

  ＜１７春闘主な賃上げ回答＞  ４月２１日現在 

ユニオン光学（東京北部）  ２０，０００円 
丸石自転車（東京東部）   １４，０３８円 
村松フルート（埼玉）    １１，４３９円 
日本ロール（東京）     １１，１００円 
フジイ（神奈川）      １０，７６４円 
大東工業（東京東部・埼玉） １０，０００円 
レオン自動機（栃木）     ９，８００円 
池貝（茨城）         ９，５４４円 
小坂研究所（東京東部）    ９，０００円 
田中科学（東京東部）     ８，６００円 
川本製作所（愛知）      ９，０００円 
神港精機（兵庫・京滋）    ９，０００円 
カシフジ（京滋）       ８，２００円 
日本アスコ（兵庫）      ８，１２２円 
ダイセキＭＣＲ（栃木）    ８，０４１円 
三和機材（千葉）       ８，０３３円 
河合連合（静岡）       ８，０００円 
関西エンジニア（兵庫）    ８，０００円 
          
 
 
 

 

 日本ＩＢＭ争議全国支援連絡会（代表委員小田川全

労連議長ら）は４月１９日、日本ＩＢＭ本社（中央区・

箱崎）前で集会をおこなった後、三回目となる人形町

デモをおこないました。 

 集会で生熊ＪＭＩＴＵ委員長は、「裁判ではいずれ

も勝利し、和解のなかで職場復帰も実現するところま

できたが、ＩＢＭはいまでも労働組合を弱体化させる

意思を持ち、正常な労使関係づくりなど全面解決要求

に背を向けている」と現局面を報告。組合員資格問題

で新たに労働委員会に申し立て、「たたかいを継続さ

せ全面解決をめざす」とのべました。小田川全労連議

長は、「いま勝利を切り開きつつある。全面解決まで

あと一息。『評価』で不利益を押し付ける人権感覚ゼ

ロのＩＢＭの体質を一掃していこう」とよびかけまし

た。  

集会には２５０人が参加。仕事帰りのサラリーマン

でにぎわう人形町をデモ行進しました。 
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「ＪＭＩＴＵ」（メールニュース版）は、毎月２５日付での発行です。通常号とともに職場のたたかいや経

験を、随時発信していきます。支部執行委員はじめ、職場のみなさんに届けてください。 

児玉三智子さんの被爆体験を聞き、決意固める 

 「ヒバクシャ国際署名」１万筆を 
ＪＭＩＴＵ集中期間（５～８月）スタート 

 

 
 日時 ５月３日（水） １２：００ プレコンサート 

            １３：００ スピーチ 

 場所 有明防災公園（ゆりかもめ「有明駅」徒歩２分、 

   東京臨海高速鉄道りんかい線「国際展示場」４分 

５．３憲法集会へ 
 

５．６夢の島・平和行進スター
ト 日時 ５月６日（土） １２:００～オープニング 

           １３：００ 行進スタート 

           （芝公園まで） 

場所 夢の島公園（第５福竜丸展示館前） 

 ＊行進終了後、交流会をおこないます。 

 被爆者が共同して世界によびかける「ヒバクシャ国

際署名」が、全国で草の根からとりくまれています。 

この署名の目的は、世界各国政府と国連に、核兵器

禁止条約の締結をもとめるもので、すでに３００万筆

の署名が集められています。３月末、国連で開かれた

禁止条約締結をテーマとした会議には、核保有国や日

本政府の妨害をはねのけ１１５カ国以上の政府が参

加。６月下旬から７月７日の第二期会議の場で「条約

採決を」と求める発言が相つぎました。 

署名は、核廃絶への大きな流れを後押しするもので

す。ＪＭＩＴＵは、５月から８月までを「署名集中期

間」に設定。当面１万筆をめざします。 

  

きのこ雲の下の体験から核なき世界を求めて 

ヒバクシャ国際署名推進へ、クックオフ集会 

 核兵器禁止条約の実現へ、ヒバクシャ国際署名

をひろげようと４月 22日、ＪＭＩＴＵの本部事務

所近くの北区・滝野川西区民センターで、キック

オフ交流集会がおこなわれ、首都圏の各職場から

45人が参加しました。 

 集会では広島の被爆者で日本原水爆被害者団体

協議会事務局次長の児玉三智子さんが、自らの被

爆体験を語り、「あなたの署名とあなたのまわりの

人の署名が核兵器廃絶実現に前進する大きな力と

なります。被爆者の心からの叫びに耳を傾け、自

分の身に置き換え、子どもたちに青い地球を残せ

るよう、いま踏み出そう」と訴えました。 

 突然のものすごい光と爆風で窓ガラスは飛び散

り、自身の身体にも突き刺さった国民学校２年生

（７歳）のあの日の朝。そして父親の背中におぶ

さり家路に向かう道すがら、「真っ黒い炭のように

なった赤ちゃんを抱いたお母さんらしき人、眼球

が飛びだしている人、飛びだした内臓をかかえな

がら逃げてくる人」など、「この世の地獄を目のあ

たりにしました」。 

 たどり着いた家は屋根が飛ばされ、放射能を含

んだ「黒い雨」が降りそそぎました。 

 

 避難してきた従姉のお姉ちゃん（当時 14歳）は３

日目の朝、児玉さんに抱かれ息を引き取りました。５

年生だった従兄弟のお兄ちゃんは、耳からも鼻からも

血を流し、最後は口から血の塊を吐き出し突然亡くな

りました。 

 児玉さんをいまでも苦しめるのは、２０１１年２月

に、被爆者の子として産み育てた娘さんをガンで亡く

したことです。 

 辛い体験を語る児玉さんの話に、参加者からは「涙

が出てしまいました」「女性もこどもも、すべての人

が犠牲になる核兵器は一刻も早くなくす必要がある。

署名をがんばる」など、感想と決意が語られました。 
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